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醗ycoplas   感染 に よるラ ッ ト気管ペ ル オ

キシダーゼ活性の 誘導
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マ ウ ス の 味蕾に お け る Ca2←−ATPase 活性

の 電顕組織化学的局在 に つ い て
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諸鬮 物の 気管上皮細胞にペ ル オ キシ

ダ
ーゼ （PO）活性が局在する とされて い

るが 、 我々 は、SPF ラ ッ トで は陰性で あ

り、 Mycoplasma　pulmonis の 自然感染で

気管上皮及び気管腺導管にPα活性が出現
するこ とを見出 した。

　 7週齢の SPF雄Wist肛 系ラ ッ トをcon −

ventional 〔conv ．）と，清浄な空気を供

給するsenibar ：riered 　syst   （sbs ．）に

分け て 飼 育 し、 経時的に 気管 を摘出
し、1／4強   ovsky 固定液で 30分間浸漬
固定 した 。 DAB反応掖 （0．5  ん13 ．3

’−

diaminobenzidine・4HC1、　0．002％ 　H202、
2副 KCN、0．1M リン酸緩衝液 pH 　7．4 ）

に浸漬 し、PO活性を光顕及び電顕下で観

察した 。 また、 血清検査を実施し、kyce−
plasna 感染の有無を確認した。

　 sbs ．の ラ ッ トで は、実験 を通 じPO活性

は気管腺終末細胞にのみ 陽性で あ っ た 。

conv ．で飼育 した場合 、 2 週間目に気管

上皮細胞は軽度に障害される とともに 、

弱い PO活性を粗面小胞体 、 核膜周囲腔に

示す細胞が気管上皮及び気管腺導管に出

現 した。 5週間目には、これ らの 活性 は

気管上皮の線毛細胞、粘液分泌細胞及び

気管腺導管細胞で増強した。

　Ca2＋

は 細胞内に於 け る第二 次伝達物質 とし

て 重要な 役割を果た し て い る こ とが知られ て

い る。味細胞の 場合 も、シナプ ス にお け る伝

達物質の 放出臨 Ca2 ←が細胞内に流入す る こ

と に よ っ て行わ れて い ると推測 されて い る が、

細胞 内 Ca代謝調節に 閨与す る と思われ る Ca −

ATPase の 局在 を明らか に した報告は な い 。

今回は、 くえん酸鉛法 によっ て マ ウス 有郭乳

頭の 味蕾に おける Ca−ATPase 活性の 局在 を

電顕組繊化学的に検討 した 。

【結果 と考察1 味蕾内細胞の 形質膜、味蕾内

神経繊維L 味蕾下神経叢 に強陽性反応が認め

られた n また、味蕾内第 2 型細胞の 滑面小 胞

体膜 ． お よび． ミ トコ ン ドリア 外膜に は 弱 い

活性 が認め られ た。成熟 マ ウ ス の ゴル ジ体 と

組面小胞体 に は殆 ど活性が認 め ら れ な い が、

幼若マ ウス で は ゴ ル ジ体、粗面小 胞体、輪送

小胞、 形貿膜に付着 して い る Ex。 cyt 。 tic

vesicLe な ど に 陽性反 応がみ られ る こ と か ら、

Ca−ATPase は小胞体で 合成 さ叡 　ゴ ル ジ体

を経由し て 形賀膜に 分泌 され るも の と考え ら

れ、味 蕾細胞の 分化 と こ の酵素 の 関連 が注 唐

される。また、味蕾内細胞膜 に特に強 い 酵素

活性 が認め られ た こ とは、本酵素 が細胞内Ca

代謝 と密接な鬨係 を も っ こ と が示唆され た。
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